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グラフ彩色とアルゴリズム
演習問題
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注意: 参照した文献等の情報を必ず記載すること．

演習 1 次のグラフをなるべく少ない色数で彩色し，最小性の根拠を述べよ．

(i) (ii) (iii)

演習 2 (1)次の命題を示せ．
命題: Gは連結な平面グラフとし，n個の頂点，m本の枝，ℓ枚の面をもつとする．このとき

ℓ − m + n = 2

が成り立つ．
(2) 次のグラフが平面的でないことを示せ．

(i) (ii) (iii)

演習 3 「与えられたグラフが平面的かどうかを判定し，平面的であれば埋め込む方法」について述べよ．

演習 4 「グラフの最大次数が∆ならば (∆ + 1)彩色可能である」ことを示せ．

演習 5 「与えられたグラフが 2彩色可能かどうかを判定する方法」について述べよ．
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演習 6 次の命題の真偽について，理由とともに述べよ．
命題: グラフが 4彩色可能ならば平面的．

演習 7 （染色多項式）グラフGが与えられた時，k ∈ {1, 2, . . .}色で彩色する仕方の数を P (G; k)であ
らわす．例えば，G = K3のとき P (G; k) = k(k − 1)(k − 2)である．
(1) 任意のグラフGとその枝 eに対して，次の式が成り立つことを示せ．

P (G; k) = P (G − e; k) − P (G/e; k).

ただし，G − eはGから枝 eを除去して得られるグラフを表わし，G/eはGから枝 eを縮約して得ら
れるグラフを表わす．
(2)次の式が成り立つことを示せ．

P (G; k) =
∑

T⊆E(G)

(−1)|T |kc(T ).

ただし，c(T ) = c(V (G), T )はグラフ (V (G), T )の連結成分数を表わす．
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